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常設展示では、羽生が舞台となった、明治時代の文豪田山花袋の小説『田舎

教師』に関連する資料と羽生市内で発見された旧石器時代から中世までの幅広

い時代の考古資料を紹介します。また、宮澤章二に関するミニコーナーもあり

ます。 

ぜひご来館ください。 

 

 

 

 

 

羽生市立郷土資料館だより 

常設 
展示 羽生の文学と歴史 

[会  場] 羽生市立郷土資料館展示室 
[期  間] 令和 2 年６月１日（月）～１１月２９日（日） 入館無料 
[休館日] 火曜日（火曜日が祝日の場合、翌日が休館） 

第 4 木曜日（7 月・8 月は開館） 
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羽生の歴史 
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